
終
身
名
誉
理
事
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　    

中
村 

洛
子

新
体
制
の
お
知
ら
せ
／
役
員
か
ら
の
ご
挨
拶

東
方
だ
よ
り第九
号
　

東
方
だ
よ
り第九
号
　

財
団
法
人
東
方
研
究
会
／
東
方
学
院

〒1 0 1 - 0 0 2 1
東京都千代田区外神田2 - 1 7 - 2
延寿お茶の水ビル　4 階
T E L  0 3 - 3 2 5 1 - 4 0 8 1
F A X  0 3 - 3 2 5 1 - 4 0 8 2
U R L  h t t p : / / w w w . t o h o . o r . j p

理
事
長
／
東
方
学
院
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　   

　  

前
田 

專
學

平成1 9 年3 月1 3 日発行東方だより　第9 号（2 版）

無断転載・複製を禁ず 編集・発行　財団法人東方研究会

記

終
身
名
誉
理
事
長
　
　
　
　
　
中
村
洛
子

理
事
長
・
東
方
学
院
長
　
　
　
前
田
專
學

常
務
理
事
　
　
　
　
　
　
　
　
奈
良
康
明

総
務
・
事
務
局
長
代
行
　
　
　
三
木
純
子

1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

財
団
法
人
東
方
研
究
会
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

東
方
学
院
の
創
立
者
で
あ
る

                            

中
村
元
の
遺
志
を
引
継
ぎ
、

                            

平
成
十
一
年
か
ら
理
事
長
を

                            

勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

                            

り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
、

                           

前
田
專
學
常
務
理
事
に
後
任

を
託
し
、
名
実
共
に
理
事
長
職
を
お
願
い
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
皆
様
よ
り
温
か
い
ご
協
力
と
ご
支
援
を

賜
り
ま
し
た
こ
と
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す

と
共
に
、
新
し
い
体
制
の
下
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ

ご
助
力
と
ご
声
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
近
年
、
財
団
法
人
の
運
営
に
当
た
り
ま
し
て
は
困

難
な
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
財
団
法
人
東
方

研
究
会
・
東
方
学
院
が
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
き
ま

す
よ
う
心
よ
り
祈
念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
新
体
制
の
お
知
ら
せ

　　
財
団
法
人
東
方
研
究
会
で
は
、
平
成
十
八
年
六
月

に
開
催
さ
れ
た
役
員
会
に
お
い
て
、
中
村
洛
子
前
理

事
長
を
、
新
た
に
創
設
さ
れ
た
終
身
名
誉
理
事
長
と

し
、
以
下
、
前
田
專
學
前
常
務
理
事
を
理
事
長
と

し
、
常
務
理
事
と
し
て
新
た
に
奈
良
康
明
氏
を
迎
え

る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
左
記
の
如
く
人
事
を
刷
新
い
た
し

ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

役
員
か
ら
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昨
年
の
六
月
、
中
村
洛
子
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
長
か
ら
、
ご
健
康
上
の
理
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
よ
る
ご
退
任
の
お
申
し
出
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
ま
し
た
の
で
、
理
事
会
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
諮
り
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
、
中
村
洛
子
理
事
長
を
終

　
　
　
　
　
　
　
　
　
身
名
誉
理
事
長
と
し
て
引
き
続

き
ご
指
導
を
う
け
る
こ
と
に
し
、
浅
学
非
才
の
小
生
が

第
三
代
目
の
理
事
長
に
、
奈
良
康
明
監
事
が
、
常
務
理

事
に
、
三
木
純
子
総
務
が
事
務
局
長
代
行
に
そ
れ
ぞ
れ

就
任
し
、
新
し
い
体
制
が
発
足
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の

機
会
に
皆
様
方
に
ご
挨
拶
を
申
し
述
べ
た
い
と
思
い
ま

す
。
　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
財
団
法
人
東
方
研
究
会
は
、
昭

和
四
五
年
、
中
村
元
初
代
理
事
長
に
よ
っ
て
、
「
東
洋

思
想
に
関
す
る
研
究
調
査
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
こ
の
分

野
に
関
す
る
研
究
を
助
成
し
、
そ
の
研
究
成
果
の
普
及

を
図
り
、
も
っ
て
学
術
、
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
」
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
文
部
科
学
省
所
轄
の

研
究
所
で
あ
り
ま
す
。
現
在
、
三
六
名
の
研
究
員
を
擁

し
、
全
員
修
士
号
を
得
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
一
二
名

は
博
士
号
を
も
っ
て
い
る
優
秀
な
人
材
の
宝
庫
で
、
研

究
員
の
研
究
成
果
は
、
研
究
誌
『
東
方
』
な
ど
に
毎
年

発
表
さ
れ
、
斯
学
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。
本
研

究
会
は
ま
た
、
大
学
や
研
究
所
へ
人
材
を
供
給
す
る
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
か
つ
て
本
研
究
所
研
究

員
と
し
て
研
究
を
進
め
、
現
在
は
東
京
大
学
、
東
北
大

学
、
筑
波
大
学
、
信
州
大
学
、
東
洋
大
学
、
駒
澤
大
学

な
ど
の
諸
大
学
や
研
究
所
で
活
躍
し
て
い
る
「
連
携
研

究
員
」
の
数
は
八
二
名
に
達
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
広



常
務
理
事      

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

奈
良 

康
明
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く
学
界
に
お
い
て
、
斯
学
の
発
展
に
顕
著
な
功
績
の
あ

る
研
究
者
に
は
、
毎
年
、
駐
日
イ
ン
ド
大
使
と
共
同

で
、
「
中
村
元
東
方
学
術
賞
」
を
イ
ン
ド
大
使
館
で
授

与
し
て
お
り
ま
す
。

　
先
見
の
明
が
お
あ
り
に
な
っ
た
創
立
者
中
村
元
先
生

は
、
そ
れ
だ
け
で
は
満
足
さ
れ
ず
、
「
研
究
成
果
の
普

及
」
の
重
要
性
を
強
調
さ
れ
、
そ
の
手
段
と
し
て
こ
の

財
団
法
人
東
方
研
究
会
を
母
胎
と
し
て
、
昭
和
四
八
年

に
東
方
学
院
を
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
に
お
け
る
学

界
の
国
会
と
い
わ
れ
る
日
本
学
術
会
議
な
ど
で
は
、
最

近
に
な
っ
て
よ
う
や
く
研
究
成
果
の
社
会
的
還
元
を
強

調
す
る
よ
う
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
先
生
は
三

五
年
も
前
か
ら
実
践
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
東
方
学
院

は
、
一
般
の
公
開
講
座
と
は
異
な
り
、
「
真
に
教
え
た

い
一
人
と
真
に
学
び
た
い
一
人
が
集
ま
れ
ば
学
院
は
成

り
立
つ
」
と
い
う
先
生
の
堅
い
信
念
か
ら
、
い
わ
ば
現

代
の
「
寺
子
屋
」
と
し
て
出
発
し
て
お
り
、
報
酬
を
度

外
視
し
て
真
に
教
え
た
い
先
生
方
が
講
師
を
務
め
、
年

齢
・
性
別
・
学
歴
な
ど
に
こ
だ
わ
ら
ず
真
に
学
問
を
愛

す
る
人
の
た
め
に
開
か
れ
た
大
学
院
と
い
っ
た
性
格
を

持
っ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
東
方
学
院
で
は
、
受
講
生
と

は
い
わ
な
い
で
、
「
研
究
会
員
」
と
申
し
て
い
ま
す
。

　
研
究
会
員
は
現
在
二
〇
〇
名
を
超
え
て
お
り
、
東
京

は
も
ち
ろ
ん
、
沖
縄
県
、
徳
島
県
、
新
潟
県
、
長
野

県
、
栃
木
県
、
京
都
府
、
北
海
道
な
ど
か
ら
も
来
て
お

ら
れ
、
中
に
は
研
究
会
員
に
な
っ
て
三
一
年
と
い
う
方

も
お
い
で
に
な
り
ま
す
。
現
役
の
大
学
生
か
ら
、
八
六

歳
の
方
に
い
た
る
ま
で
、
男
性
も
女
性
も
、
驚
く
ほ
ど

熱
心
で
、
職
業
を
も
っ
た
方
も
お
ら
れ
ま
す
が
、
最
近

は
停
年
後
の
六
〇
台
の
男
性
が
や
や
増
え
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
小
生
は
、
財
団
法
人
東
方
研
究
会
の
総
括
研

究
員
と
し
て
、
研
究
員
の
研
究
活
動
を
統
括
し
、
ま
た

学
院
長
と
し
て
東
方
学
院
の
運
営
の
責
任
を
負
っ
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
日
本
の
社
会

が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
現
在
、
急
速
に
変
動
し
つ

つ
あ
る
諸
般
の
事
情
は
、
小
生
ご
と
き
非
力
な
者
に
は  

背
負
い
き
れ
な
い
ほ
ど
日
増
し
に
厳
し
く
な
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
折
に
、
奈
良
康
明
先
生
が
常
務
理

事
と
し
て
小
生
を
お
助
け
下
さ
る
こ
と
と
な
り
、
大
変
に

心
強
く
、
ま
た
有
り
難
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
困
難

な
時
代
を
二
人
三
脚
で
、
役
員
の
方
々
並
び
に
三
木
純
子

事
務
局
長
代
行
を
は
じ
め
と
す
る
事
務
局
員
諸
氏
の
協
力

を
え
て
乗
り
切
り
た
い
と
切
望
し
て
お
り
ま
す
。

　
高
邁
な
中
村
先
生
の
理
想
を
継
承
・
発
展
さ
せ
る
た
め

に
は
、
何
と
し
て
も
皆
様
方
の
積
極
的
な
ご
協
力
が
必
須

不
可
欠
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
一
層
の
ご
支
援
・
ご
鞭
撻
を

お
願
い
し
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
方
研
究
会
を
開
創
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
元
先
生
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
今
日
も
十
二
分
の
意
味
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
持
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
に
は
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
的
な
東
洋
文
化
研
究
の
進
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
は
か
る
、
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
点
で
は
日
本
の
各
大
学
と
較
べ
て
も
、

本
研
究
会
に
所
属
す
る
研
究
者
の
数
、
学
問
分
野
の
広

さ
、
か
つ
機
関
誌
『
東
方
』
を
中
心
と
す
る
成
果
は
際

だ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
二
つ
に
は
研
究
者
の
育
成
で
す
が
、
今
日
若
手
の
研

究
者
が
大
学
な
い
し
研
究
所
等
に
定
職
を
得
る
こ
と
は

き
わ
め
て
難
し
い
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
学
院
を

出
て
す
ぐ
に
研
究
者
と
し
て
の
専
門
職
を
得
ら
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
に
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

た
り
し
て
生
活
を
支
え
な
が
ら
、
歯
を
食
い
し
ば
っ
て

研
究
を
続
け
て
い
る
若
手
研
究
者
は
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
縁
あ
っ
て
大
学
等
に
職
を
得
て
転
身
し
て

い
く
の
で
す
が
、
そ
の
際
、
大
学
院
を
出
て
職
を
得
る

ま
で
の
経
歴
が
何
時
も
問
題
と
な
り
ま
す
。
研
究

者
と
し
て
の
経
歴
が
続
い
て
い
な
い
と
、
就
職
は

ま
ず
不
可
能
で
す
。
そ
の
意
味
で
東
方
研
究
会
は

熱
意
あ
る
研
究
者
の
論
文
発
表
の
基
礎
資
格
を
与

え
、
実
質
的
に
研
究
者
と
し
て
の
経
歴
を
続
け
さ

せ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
辛
苦
の
下
積
み
生
活

を
送
り
な
が
ら
、
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
、
研
究
者

と
し
て
の
専
門
職
を
得
た
学
者
の
数
は
、
前
田
理

事
長
の
挨
拶
に
も
あ
る
よ
う
に
、
八
十
名
を
超
え

て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
さ
ら
に
中
村
先
生
の
学
問
の
普
及
へ
の

熱
意
が
あ
り
ま
す
。
研
究
者
が
自
由
に
講
義
し
、

聞
き
た
い
も
の
が
誰
で
も
受
講
で
き
る
。
こ
れ
は

学
問
の
自
由
の
保
証
で
あ
る
と
同
時
に
、
学
問
の

開
放
で
も
あ
り
ま
す
。
今
日
の
生
涯
教
育
の
時
流

に
も
見
事
に
同
調
し
て
い
ま
す
。
東
方
研
究
会
が

主
催
す
る
東
方
学
院
で
学
ぶ
研
究
会
員
が
二
百
名

を
越
え
る
の
も
時
代
の
要
請
に
あ
っ
て
い
る
か
ら

で
、
中
村
先
生
の
先
見
の
明
が
讃
え
ら
れ
る
べ
き

で
し
ょ
う
。

　
中
村
元
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
て
七
年
余
に
な
り

ま
す
。
東
方
研
究
会
は
そ
の
間
、
中
村
洛
子
理
事

長
の
時
代
を
経
、
今
、
前
田
專
學
理
事
長
の
時
代

に
な
り
ま
し
た
。
時
代
が
か
わ
り
、
社
会
状
況
も

変
化
し
て
い
ま
す
。
東
方
研
究
会
も
い
ろ
い
ろ
な

意
味
で
曲
が
り
角
に
あ
り
ま
す
し
、
新
た
な
熱
意

を
も
っ
て
中
村
先
生
の
理
想
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
の

実
現
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
回
、
は
か
ら
ず
も
、
常
務
理
事
と
し
て
前
田

專
學
理
事
長
を
扶
け
て
、
東
方
研
究
会
の
活
性
化

の
た
め
の
お
手
伝
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ど
れ
ほ
ど
の
こ
と
が
出
来
る
か
は
判
り
ま
せ
ん

が
、
誠
意
を
尽
く
し
て
与
え
ら
れ
た
仕
事
を
す
る

つ
も
り
で
す
。

　
関
係
者
の
方
々
の
ご
協
力
の
ほ
ど
、
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。
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新
春
会 
　
　
　
三
月
十
四
日
（
火
）
、
東
京
都
文
京
区
湯
島
の
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
て
当
財
団
主

催
の
講
演
会
お
よ
び
新
春
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
の
部
で
は
、
初
め
に
当
財
団
の
林
慶
仁
研
究
員
に
よ
る
「
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
昨
今
」

と
題
す
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
慶
應
義
塾
大
学
教
授
・
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
究
所
所
長
で
あ
り
、

前
駐
日
イ
ン
ド
大
使
で
も
あ
る
ア
フ
タ
ー
ブ
・
セ
ッ
ト
氏
に
よ
る
「
日
印
文
化
交
流
と
日

本
無
罪
論
を
主
張
し
た
パ
ー
ル
博
士
」
と
題
す
る
ご
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
会
場
を
同
ホ
テ
ル
内
の
別
室
に
移
し
、
新
春
祝
賀
会
が
一
〇
〇
名
近
い
方
々

の
ご
列
席
の
下
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
方
学
院
ガ
イ
ダ
ン
ス

　
　
　
四
月
三
日
（
月
）
、
当
財
団
な
ら
び
に
東
方
学
院
東
京
本
校

の
近
く
に
あ
る
、
神
田
明
神
内
の
明
神
会
館
に
お
い
て
、
新
研

究
会
員
を
対
象
と
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
前
田
專
學
東
方
学
院
長
を
は
じ
め
と
す
る
各
講
師

お
よ
び
新
研
究
会
員
諸
氏
、
合
わ
せ
て
約
九
十
名
で
し
た
。
 

平
成
十
八
年

活
動
報
告 

　
第
十
六
回 

鎌
倉
夏
期
宗
教
講
座 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
月
二
十
八
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
奈
川
県
鎌
倉
市
に
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鶴
岡
八
幡
宮
直
会
殿
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
て
、
鶴
岡
八
幡
宮
の
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
協
力
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
援
に
よ
り
、
第
十
六
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎌
倉
夏
期
宗
教
講
座
が
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
回
は
岡
田
明
憲
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
ズ
ダ
・
ヤ
ス
ナ
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
表
・
元
和
光
大
学
人
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
部
講
師
）
に
よ
る
「
ペ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
シ
ア
宗
教
の
東
伝
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
題
す
る
ご
講
演
、
及
び
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
川
武
蔵
先
生
（
愛
知
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
院
大
学
文
学
部
教
授
・
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
民
族
学
博
物
館
名
誉
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
授
）
に
よ
る
「
マ
ン
ダ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
浄
土   

―
ブ
ッ
デ
ィ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
・
セ
オ
ロ
ジ
ー
の
試
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
」
と
題
す
る
ご
講
演
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
川
先
生
の
ご
講
演
の
後

に
は
、
両
先
生
を
囲
ん
で
の
質
疑
応
答
の
時
間
が
設
け

ら
れ
、
参
加
者
と
の
間
に
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

　
な
お
、
岡
田
・
立
川
両
先
生
の
ご
講
演
の
内
容
は
、

次
回
発
行
の
機
関
誌
『
東
方
』
第
二
十
二
号
に
掲
載
い

た
し
ま
す
。

 

　
第
三
回 

清
水
寺
仏
教
文
化
講
座 

　
　
　
五
月
二
十
一
日
（
日
）
、
島
根
県
安
来
市
清
水
町
の
瑞
光
山
清
水
寺

様
と
の
共
催
、
安
来
市
教
育
委
員
会
の
ご
後
援
に
よ
り
、
第
三
回
目
と

な
る
清
水
寺
仏
教
文
化
講
座
が
同
寺
内
の
光
明
閣
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
の
講
座
は
、
故
中
村
元
博
士
の
七
回
忌
記
念
出
版
で
あ
る

『
構
造
倫
理
講
座
』
（
全
三
巻
）
の
刊
行
に
あ
わ
せ
「
東
洋
の
倫
理
」

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
ま
し
た
。
初
め
に
当
財
団
の
森
和
也
研
究
員
に
よ
り

「
武
士
道
と
仏
教
と
の
交
錯
　
― 

戦
闘
者
の
倫
理
か
ら
治
者
の
倫
理

へ 

―
」
と
題
す
る
講
演
が
行
わ
れ
、
続
い
て
前
田
專
學
理
事
長
・
東

方
学
院
長
に
よ
っ
て
「
如
何
に
生
き
る
べ
き
か
　
― 

仏
教
の
倫
理 

―
」
と
題
す
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
世
界
思
想
史
研
究
会

　　
当
財
団
の
研
究
員
と
研
究
会
員
を
中
心
と

す
る
自
主
研
究
会
で
あ
る
世
界
思
想
史
研
究

会
が
、
昨
年
に
引
き
続
き
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
年
も
昨
年
と
同
じ
く
、
世
界
の
思
想

史
に
関
す
る
研
究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

＊
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
『
東
方
』
第
二
十
一
号
（
中
村
元
博
士
七
回
忌
記
念
号
）
刊
行

　
三
月
、
当
財
団
の
機
関
誌
『
東
方
』
の
第
二
十
一
号
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
号
は
「
中
村
元
博
士
七

回
忌
記
念
号
」
と
題
し
、
イ
ン
ド
の
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
開
か
れ
た
中
村
元
博
士
の
ご
業
績
を
顕
彰
す
る
た

め
の
国
際
会
議
で
あ
る
「
日
印
仏
教
哲
学
セ
ミ
ナ
ー
」
の
記
事
な
ど
を
特
別
に
収
録
い
た
し
ま
し
た
。
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第
七
回 

東
方
研
究
会
・
酬
佛
恩
講
合
同
講
演
会 

　　
十
一
月
二
十
五
日
（
土
）
、
奈
良
市
西
ノ
京
に
あ
る
法
相
宗
大
本

山
薬
師
寺
の
慈
恩
殿
に
お
い
て
、
東
方
研
究
会
・
酬
佛
恩
講
合
同
講

演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
財
団
で
は
、
例
年
、
実
地
調
査
を
踏
ま
え
た
着
実
な
研
究
活
動

を
推
進
す
る
た
め
に
、
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
留
学
生
の
派
遣
を
推
進
い

た
し
て
お
り
ま
す
。
本
講
演
会
は
、
そ
の
ア
ジ
ア
諸
国
派
遣
留
学
生

の
帰
朝
報
告
を
兼
ね
て
お
り
、
薬
師
寺
内
に
設
け
ら
れ
た
、
仏
恩
に

酬
い
る
べ
く
世
界
各
地
に
仏
書
の
寄
贈
な
ど
を
行
う
た
め
の
集
い
で

あ
る
酬
佛
恩
講
様
と
合
同
で
、
薬
師
寺
の
ご
後
援
を
得
て
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

　
今
回
は
、
当
財
団
の
田
辺
和
子
研
究
員
に
よ
る
、
タ
イ
へ
の
留
学

経
験
に
基
づ
く
「
タ
イ
の
人
々
に
信
仰
さ
れ
て
い
る
ジ
ャ
ー
タ
カ
」

と
題
す
る
報
告
と
、
法
華
経
の
専
門
家
と
し
て
知
ら
れ
る
、
種
智
院

大
学
名
誉
教
授
で
あ
る
苅
谷
定
彦
先
生
に
よ
る
「
法
華
経
の
心
を
求

め
て
　
― 

常
不
軽
菩
薩
の
話 

―
　
」
と
題
す
る
、
法
華
経
に
登
場

す
る
常
不
軽
菩
薩
に
つ
い
て
の
ご
講
演
と
が
、
多
く
の
参
加
者
を
集

め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
東
方
学
院
仏
像
彫
刻
講
座

　
　
　
　
　
第
八
回
研
究
会
員
作
品
展

　　
東
方
学
院
の
「
仏
像
彫
刻
」
講
座
を
受
講
中
の

研
究
会
員
に
よ
る
作
品
展
が
、
東
京
都
千
代
田
区

に
あ
る
イ
ン
ド
大
使
館
の
ご
協
力
を
得
て
、
当
財

団
の
主
催
に
よ
り
、
同
大
使
館
一
階
講
堂
に
お
い

て
十
一
月
十
三
日
（
月
）
か
ら
同
二
十
日
（
日
）

ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
昨
年
か
ら
東
方
学

院
に
開
設
さ
れ
た
「
宗
教
画
」

講
座
を
受
講
中
の
研
究
会
員
諸

氏
に
よ
る
作
品
も
併
せ
て
展
示

さ
れ
、
日
頃
の
成
果
を
披
露
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
期
間
中
の
入
場
者
数

は
千
名
を
超
え
る
盛
況
ぶ
り
で
、

こ
の
分
野
へ
の
関
心
の
高
さ
が

伺
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
作
品
展
は
隔
年

で
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
第
十
六
回 

中
村
元 

東
方
学
術
賞 

授
賞
式 
　　
当
財
団
の
創
立
者
で
あ
る
、
故
中
村
元
博
士
が
、
顕
著
な
功
績
の
あ
る
研
究
者
を
顕
彰
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
設
立
し
た
中
村
元
東
方
学
術
賞
の
第
十
六
回
（
平
成
十
八
年
度
）
の
受
賞
者
が
、
委
員
会

に
よ
る
選
考
の
結
果
、
東
京
大
学
大
学
院
教
授
で
あ
る
末
木
文
美
士
博
士
に
決
定
し
、
そ
の
授
賞
式
が

中
村
元
博
士
の
ご
命
日
で
あ
る
十
月
十
日
（
火
）
、
東
京
都
千
代
田
区
に
あ
る
イ
ン
ド
大
使
館
の
講
堂

に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
賞
者
で
あ
る
末
木
博
士
は
、
日
本
仏
教
の
研
究
に
お
い
て
優
れ
た
研
究
業
績
を
あ
げ
て
お

ら
れ
、
そ
れ
が
授
賞
の
理
由
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
授
賞
式
に
は
、
駐
日
イ
ン
ド
大
使
代
理
と
し
て
、

イ
ン
ド
大
使
館
二
等
書
記
官
で
あ
る
ラ
ム
・
ア
ッ
パ
ガ
ー
ニ
氏
に
ご
臨
席
頂
き
、
先
に
前
田
專
學
選
考

委
員
会
委
員
長
よ
り
審
査
報
告
が
行
わ
れ
、
続
い
て
当
財
団
お
よ
び
イ
ン
ド
大
使
館
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

賞
状
と
記
念
品
と
が
末
木
博
士
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
同
大
使
館
内
の
ビ
ザ
ホ
ー
ル
に
会
場
を
移
し
、
多
数
の
来
賓
を
迎
え
て
、
盛
大
な
祝
賀
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 
平
成
十
八
年

活
動
報
告 

 

記
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

 

当
財
団
事
務
局
ま
で
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新

　 

当
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
全
面 

 

的
に
更
新
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

   

（
＊
一
部
未
完
成
で
す
）

　 

今
後
、
研
究
機
関
と
し
て
更
な
る 

 

情
報
の
発
信
に
努
め
る
べ
く
必
要
な 

 

更
新
を
推
進
し
て
い
く
予
定
で
す
。
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研
究
会
員
の
声
　（敬
称
略
）

赤
井 

士
郎
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
方
学
院
に
入
学
し
て
八
年

　
　
　

　
東
方
に
入
学
し
た
時
、
何
故
印
度
哲
学
を
学
ぶ
の
か
と
よ
く
質
問
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、

私
が
ま
だ
現
役
で
会
社
の
社
長
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
返
事
は
、
自
分
は
仕
事
人
間
だ
っ

た
か
ら
退
社
し
た
と
き
、
迷
う
し
、
も
っ
と
広
く
世
間
を
見
る
目
を
育
て
た
い
か
ら
と
。

さ
て
三
年
前
完
全
リ
タ
イ
ア
し
た
今
日
、
同
じ
質
問
が
あ
れ
ば
、
解
答
は
変
る
。
そ
れ

は
、
印
度
哲
学
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
自
分
と
は
何
も
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
少
し

考
へ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
毎
日
が
楽
し
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　
私
は
、
こ
の
八
年
間
、
仏
教
入
門
か
ら
始
り
、
印
度
思
想
史
を
五
年
一
貫
し
て
前
田
專

學
先
生
の
講
義
を
受
け
て
い
る
。
前
期
は
前
年
ま
で
の
総
括
で
、
ヴ
ェ
ー
ダ
と
ウ
パ
ニ

シ
ャ
ッ
ド
を
何
回
も
拝
聴
し
て
き
た
。
内
容
が
同
じ
だ
か
ら
厭
き
な
い
か
と
問
は
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
哲
学
と
い
う
も
の
は
、
ノ
ウ
ハ
ウ
も
の
と
違
っ
て
、
個
人
の

思
考
力
の
訓
練
で
も
あ
る
か
ら
、
年
々
受
け
方
が
違
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
自

分
を
見
詰
め
る
こ
と
に
も
な
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
と
思
う
。
前
田
先
生
は
時
々
、
注
意
し

て
下
さ
る
こ
と
は
、
「
思
い
込
み
」
で
あ
る
。
観
念
の
固
定
化
す
る
危
険
は
、
特
に
思
想

を
独
学
す
る
者
が
陥
い
り
や
す
い
。

　
こ
の
塾
に
入
っ
て
こ
ら
れ
る
方
で
よ
く
あ
る
疑
問
は
、
「
何
を
信
ず
べ
き
か
」
と
い
う

宗
教
的
情
念
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
先
生
の
お
答
へ
の
代
り
に
私
が
こ
の
学
院
で

得
た
答
へ
は
、
思
想
と
か
、
哲
学
を
学
ぶ
も
の
は
、
「
信
仰
」
と
は
一
応
区
別
し
て
入
門

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
然
、
人
の
心
を
扱
う
学
問
だ
か
ら
個
人
の
目
標
、
到
達
点
は

信
仰
に
な
っ
て
い
く
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
が
、
学
院
は
、
あ
く
ま
で
信
仰
は
個
人
の
世
界

と
考
へ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
最
近
前
田
先
生
か
ら
「
共
生
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
の
解
説
が
あ
っ
た
。
い
ま
は
二
十

一
世
紀
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
も
と
は
仏
教
の
概
念
か
ら
来
た
も
の

で
、
椎
尾
弁
匡
師
が
使
っ
た
と
い
う
。
地
球
環
境
問
題
、
中
東
紛
争
な
ど
に
直
面
し
て
い

る
今
日
、
い
わ
ゆ
る
原
理
主
義
、
自
我
に
固
執
す
る
正
義
感
な
ど
に
混
迷
す
る
世
論
を
み

た
と
き
、
更
め
て
印
度
哲
学
を
学
ぶ
必
要
を
痛
感
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
小
野 

俊
彦  

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
の
香
や 

奈
良
に
は
古
き 

仏
達

　
　
　
　

　
私
が
東
方
学
院
で
受
講
さ
せ
て
戴
い
て
い
る
の
は
、
「
仏
像
彫
刻
の
実
技
」
と
い
う

講
座
で
す
。
毎
月
第
二
土
曜
日
午
後
一
時
～
午
後
五
時
に
、
荒
川
区
東
尾
久
の
阿
遮
院

で
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
生
は
、
西
山
多
寿
子
先
生
（
初
級
）
と
小
田
谷
史
弥
先
生

（
中
級
）
の
御
二
人
で
す
が
、
い
ず
れ
も
故
西
村
公
朝
先
生
の
お
弟
子
筋
に
あ
た
ら
れ

ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
「
日
本
一
の
仏
師
」
を
師
と
仰
い
で
研
鑚
さ
せ
て
い
た
だ
け

る
教
室
で
す
。

　
私
は
平
成
一
一
年
か
ら
受
講
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
年
で
八
年
生
に
な
っ

た
訳
で
す
が
、
留
年
に
つ
ぐ
留
年
で
、
中
々
卒
業
出
来
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
（
正
確
に

云
う
と
卒
業
し
た
く
な
い
と
い
う
事
で
し
ょ
う
か
）
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
お
お
よ

そ
四
〇
名
の
生
徒
さ
ん
方
の
雰
囲
気
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
年
令
は
八
〇
才
か
ら
二
〇
才

迄
、
男
女
の
組
み
合
わ
せ
も
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、
和
気
藹
々
、
暖
か
味
の
あ
る
教
室
で

す
。
お
互
い
に
「
助
け
合
い
の
心
」
と
「
分
ち
合
い
の
心
」
を
持
っ
て
、
つ
つ
ま
し

く
、
コ
ツ
コ
ツ
と
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
け
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
昨
年
の
一
一
月
に

は
、
二
年
に
一
度
の
作
品
展
を
イ
ン
ド
大
使
館
の
御
支
援
を
戴
い
て
開
催
す
る
事
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
も
故
中
村
元
先
生
の
イ
ン
ド
大
使
館
と
の
友
誼
の
証
と
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
西
村
公
朝
先
生
は
「
す
べ
て
の
自
然
物
の
中
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仏
が

お
ら
れ
、
そ
の
姿
を
探
求
す
る
こ
と
」
が
大
切
と
お
し
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

「
ど
う
い
う
お
姿
を
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
れ
を
楽
し
み
な
が
ら
彫
り
出
し
て
来
る
」
心

構
え
を
持
ち
な
さ
い
と
も
云
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
仏
像
は
、
如
来
・
菩
薩
・
明
王
・

天
部
の
四
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
「
慈
悲
」
を
表
わ
し
て
お
ら
れ
ま
す

が
、
如
来
は
「
慈
」
の
厳
し
い
愛
情
、
菩
薩
は
「
悲
」
の
や
さ
し
い
愛
情
、
明
王
は
衆

生
を
救
う
「
必
死
」
の
形
、
天
部
は
仏
を
邪
魔
す
る
も
の
と
戦
う
形
を
あ
ら
わ
し
て
い

る
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
私
は
昨
年
の
作
品
展
に
は
「
秋
篠
寺
の
技
芸
天
」
三
〇
㎝
と
「
法
隆
寺
の
夢
違
い
観

音
」
五
〇
㎝
と
「
清
涼
寺
の
釈
迦
如
来
」
五
〇
㎝
を
出
品
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
ま
だ
未
熟
な
状
態
で
、
「
も
う
少
し
仕
上
げ
を
丁
寧
に
し
た
ら
良
い
」
と
の
声
も
多

い
の
で
す
が
、
「
遠
く
か
ら
見
て
迫
力
の
あ
る
事
も
大
切
な
の
だ
」
と
負
け
お
し
み
を

云
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仏
様
が
木
の
中
か
ら
出
て
き
て
戴
い

た
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
関
心
を
お
持
ち
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。
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 金
田 

静
江
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
義
の
受
講
に
就
い
て
の
感
想
を
と
云
う
こ
と
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
の
で
、
私
の
聴
講
し
て
い
る
お
教
室
の
現
況
を
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
月
曜
日
は
午
後
六
時
よ
り
六
時
五
十
分
迄
、
前
田
先
生
御
担
当
の
『
イ
ン
ド
の
思
想

と
文
化
』
を
受
講
し
て
い
ま
す
。
古
代
か
ら
近
、
現
代
に
至
る
イ
ン
ド
の
思
想
、
宗
教

に
つ
い
て
、
前
田
先
生
編
集
の
『
イ
ン
ド
思
想
史
』
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
甚
だ
端
正
で

高
度
な
講
義
を
伺
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
に
就
い
て
は
浅
学
非
才
の
私
の
述
べ
る
と

こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
順
番
で
テ
キ
ス
ト
を
読
む
こ
と
で
予
習
を
か
か
す
事
が
出

来
ず
、
大
変
に
勉
強
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
何
時
も
変
わ
ら
ぬ
先
生
の
お
人
柄
に
触
れ

て
、
魂
の
浄
化
を
図
ら
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
金
曜
日
は
奥
住
先
生
の
『
中
論
の
思
想
』
と
『
唯
識
説
』
に
出
て
お
り
ま
す
。

　
各
ク
ラ
ス
の
聴
講
生
は
十
二
、
三
人
で
女
性
は
三
人
で
す
。
中
論
の
講
義
で
は
竜
樹

の
主
著
『
中
論
頌
』
の
唯
一
の
梵
語
原
典
で
あ
る
チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
注
釈
書

『
プ
ラ
サ
ン
ナ
パ
ダ
ー
』
を
、
奥
住
先
生
の
和
訳
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
読
ん
で
い
ま

す
。
　
中
村
先
生
の
『
空
の
論
理
』
『
人
類
の
知
的
遺
産
13
　
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
』
を
頼

り
に
し
な
が
ら
読
ん
で
い
ま
す
が
、
『
中
論
』
の
余
り
に
も
徹
底
し
た
否
定
の
論
理
に

現
実
と
の
乖
離
を
考
え
て
、
質
問
す
ら
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
男
性
の
中
に
は
チ
ベ
ッ
ト
語
に
も
挑
戦
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
あ
っ
て
、
感
服
し

て
い
ま
す
。

　
唯
識
の
講
義
で
は
世
親
著
『
三
十
頌
』
、
護
法
等
十
大
論
師
造
、
玄
奘
訳
の
『
成
唯

識
論
』
を
一
言
一
句
読
み
進
ん
で
い
ま
す
が
、
馴
染
み
の
な
い
漢
語
が
多
く
、
「
述

記
」
其
の
他
の
解
説
本
を
片
手
に
、
煩
瑣
な
理
論
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
唯
識
無
境

か
ら
境
識
倶
泯
へ
三
大
阿
僧
祗
劫
を
か
け
て
の
修
行
に
よ
っ
て
、
輪
廻
の
輪
か
ら
飛
び

出
せ
る
か
も
知
れ
な
い
と
思
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
様
か
ら
の
寄
稿
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
詳
細
は
財
団
法
人
東
方
研
究
会
事
務
局
「
東
方
だ
よ
り
」
編
集
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
誌
面
の
都
合
上
、
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

 

木
村
　
紫
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
か
新
し
い
こ
と
を
と
思
っ
た
四
年
前
、
法
律

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
学
ん
で
い
た
頃
、
東
方
学
院
に
漠
然
と
憧
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
が
頭
に
浮
か
び
ま
し
た
。
歳
月
は
流
れ
、
中

村
元
先
生
も
逝
去
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
私
は
理
屈
っ
ぽ
い
か
ら
と
選
ん
だ
の
が
、
「
仏

教
論
理
学
」
講
座
で
し
た
。
中
村
先
生
が
訳
さ
れ
た
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
「
論
理
学
小

論
」
の
講
読
で
、
担
当
の
林
慶
仁
先
生
が
、
原
文
で
読
む
と
理
解
が
深
ま
り
、
面
白
い
で

す
よ
と
時
折
口
に
さ
れ
る
の
で
、
夏
休
み
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
文
法
書
に
目
を
通
し
、

大
胆
に
も
テ
キ
ス
ト
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。
後
期
授
業
の
始
ま
り
が
「
そ
れ
は
四
種

あ
る
」
と
い
う
簡
単
な
文
章
だ
っ
た
こ
と
が
、
安
易
の
上
に
大
き
な
誤
解
を
招
い
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
翌
年
の
七
月
最
後
の
授
業
の
帰
り
道
、
休
暇
中
に
原
文
講
読
の
勉
強
会
を
し
よ
う
と
い

う
話
が
、
不
意
に
沸
き
起
る
や
、
す
ん
な
り
ま
と
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
最
初
は
喫
茶

店
で
し
ま
し
た
が
、
東
方
学
院
の
教
室
を
拝
借
し
た
い
旨
希
望
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
お
許

し
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
も
長
期
休
暇
の
度
に
勉
強
会
を
行
い
、
時
に
は
林
先
生
も
お
い

で
下
さ
り
、
そ
の
翌
年
「
仏
教
論
理
学
」
に
は
、
原
文
講
読
の
講
座
が
増
え
ま
し
た
。
ま

た
、
昨
年
の
夏
の
勉
強
会
で
は
、
更
な
る
理
解
の
た
め
に
も
、
『
倶
舎
論
』
を
勉
強
し
て

み
た
い
と
い
う
話
で
盛
り
上
が
り
、
『
倶
舎
論
』
の
講
座
開
設
の
希
望
を
連
名
で
提
出
し

て
み
る
と
、
一
週
間
後
に
開
設
内
定
の
お
返
事
を
頂
き
、
吃
驚
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
研
究
会
員
で
あ
る
私
達
へ
の
温
か
な
お
心
を
、
怖
い
も
の
知
ら
ず
の
質
問
や
議
論
に
辛

抱
強
く
付
き
合
っ
て
下
さ
る
林
先
生
に
も
、
常
に
手
を
差
し
伸
べ
て
下
さ
る
前
田
專
學
先

生
、
三
木
様
、
事
務
局
の
皆
様
に
も
い
つ
も
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
何

よ
り
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
教
室
使
用
許
可
の
お
礼
を
申
し
上
げ
た
と
き
の
「
そ
の
た
め

に
父
は
東
方
学
院
を
作
っ
た
の
だ
か
ら
」
と
い
う
三
木
様
の
お
言
葉
で
す
。
一
度
も
お
目

に
か
か
れ
な
か
っ
た
中
村
先
生
に
も
お
力
添
え
頂
い
て
い
ま
す
。

　
只
管
考
え
て
い
る
う
ち
に
何
か
し
ら
頭
に
ひ
ら
め
く
の
は
、
正
解
か
否
か
は
さ
て
お

き
、
え
も
い
わ
れ
ぬ
快
感
で
す
が
、
こ
う
し
て
続
け
て
い
ら
れ
る
の
は
、
先
生
方
や
事
務

局
の
皆
様
の
ご
尽
力
と
、
一
緒
に
喧
々
諤
々
で
き
る
仲
間
の
お
か
げ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

研
究
会
員
の
声
　（敬
称
略
）



平成1 9 年3 月1 3 日発行東方だより　第9 号（2 版）

無断転載・複製を禁ず 編集・発行　財団法人東方研究会7

　
　
　
　
佐
藤
和
三

　　
東
方
学
院
に
通
い
は
じ
め
て
十
年
に
な
る
。
き
っ
か
け
は
、
中
村
元

先
生
の
本
に
た
び
た
び
出
て
く
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
へ
の
関
心
だ
っ

た
。
水
野
善
文
先
生
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
初
級
に
弟
子
入
り
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
七
十
歳
の
と
き
で
あ
る
。
授
業
は
高
校
（
旧
制
）
の
ド

イ
ツ
語
の
時
間
を
思
わ
せ
、
老
骨
の
血
は
ひ
と
し
き
り
騒
い
だ
。
が
、

肝
心
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
は
、
わ
た
し
の
前
に
言
葉
の
ジ
グ
ソ
ー
パ

ズ
ル
の
よ
う
に
立
ち
は
だ
か
っ
た
。
初
め
は
こ
れ
が
言
語
か
と
と
ま
ど

い
、
後
に
は
こ
れ
ぞ
印
欧
語
の
祖
と
知
っ
た
。
記
憶
力
の
減
退
は
言
わ

ず
も
が
な
で
あ
る
。
辞
書
を
百
万
遍
繰
る
し
か
手
立
て
は
な
い
。

　
石
の
上
に
も
な
ん
と
や
ら
、
ひ
た
す
ら
受
講
を
つ
づ
け
た
。
い
ま
、

一
介
の
老
人
が
、
そ
の
名
さ
え
知
ら
な
か
っ
た
イ
ン
ド
哲
学
の
講
義
に

耳
を
傾
け
、
格
調
高
い
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
学
の
雅
趣
を
味
わ
っ
て
い

る
。
な
ん
と
贅
沢
な
時
間
を
享
受
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
か
。

一
方
、
勉
強
に
は
余
得
が
あ
る
。
若
い
頃
、
あ
る
ゲ
ー
テ
の
詩
に
遭
遇

し
た
。
そ
の
内
容
は
晦
渋
す
ぎ
た
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
・
ド
イ
ツ
語
辞

典
を
使
う
よ
う
に
な
り
、
あ
の
詩
の
な
か
に
あ
っ
た
世
界
霊
、
大
我
の

霊
と
い
っ
た
用
語
は
、
イ
ン
ド
聖
典
に
み
る
ブ
ラ
フ
マ
ン
や
マ
ハ
ー
ト

マ
ン
な
ど
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
に
関
わ
る
ド
イ
ツ
語
か
ら
の
重
訳
で

は
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
も
う
一
つ
あ
る
。
現
在
、
有
賀
弘

紀
先
生
の
ご
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
カ
ー
リ
ダ
ー
サ
の
叙
事
詩
「
ラ
グ

ヴ
ァ
ン
シ
ャ
」
と
格
闘
中
で
あ
る
。
ゲ
ー
テ
は
同
じ
作
者
の
戯
曲

「
シ
ャ
ク
ン
タ
ラ
ー
姫
」
に
深
く
傾
倒
し
、
シ
ャ
ク
ン
タ
ラ
ー
を
讃
え

る
詩
を
も
作
っ
た
。
二
つ
の
作
品
は
と
も
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
学
の

最
高
峰
と
謳
わ
れ
る
。
ゲ
ー
テ
を
傍
ら
に
お
い
て
、
イ
ン
ド
の
古
典
の

世
界
に
遊
ぶ
な
ど
と
は
思
い
も
よ
ら
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
東
方
学
院
か
ら
の
帰
路
、
聖
橋
の
上
で
夜
景
を
眺
め
て
い
る
と
、
あ

る
儒
学
者
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
壮
に
し
て
学
べ
ば
老
い
て
も
衰
え

ず
、
老
い
て
学
べ
ば
死
す
と
も
朽
ち
ず
と
。
死
ん
で
も
朽
ち
な
い
も
の

は
あ
る
の
か
、
あ
る
と
し
た
ら
何
か
、
と
、
自
問
し
な
が
ら
聖
橋
を
わ

た
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

千
綿 

道
人
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
信
じ
る
事
が
出
来
る
も
の
に
巡
り
合
え
て

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ね
て
念
願
で
あ
っ
た
東
方
学
院
に
お
け
る
仏
教
の
勉
強
も
六
年

目
に
入
り
、
や
っ
と
信
じ
る
事
が
出
来
る
も
の
に
巡
り
合
え
た
感
じ
が
し
て
お
り
幸
せ
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
が
第
二
次
世
界
大
戦
の
敗
戦
を
迎
え
た
の
は
小
学
校
（
国
民
学
校
）
四
年
の
時
、
神
国
日
本
は
負
け
る

は
ず
は
な
い
と
徹
底
的
に
教
え
込
ま
れ
て
い
た
と
こ
ろ
が
完
膚
な
き
ま
で
に
敗
れ
、
そ
の
後
敗
戦
の
大
混
乱

を
経
験
し
、
ま
た
占
領
軍
政
に
よ
り
古
い
も
の
は
封
建
的
な
も
の
と
の
風
潮
が
蔓
延
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
父
、
祖
父
を
見
送
り
そ
の
葬
儀
で
は
故
人
の
遺
徳
な
ど
に
は
全
く
触
れ
る
事
も
な
く
た
だ
読
経
の
み
に

終
始
す
る
所
謂
葬
式
仏
教
を
見
な
が
ら
、
高
校
二
年
の
と
き
に
亡
く
な
っ
た
父
が
学
生
時
代
か
ら
取
り
組
ん

で
い
た
禅
に
は
関
心
を
持
ち
つ
つ
も
厳
し
い
社
会
人
生
活
の
中
で
何
か
信
じ
る
も
の
に
出
会
い
た
い
と
の
気

持
ち
は
強
く
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
三
十
五
年
間
の
第
一
の
職
場
の
あ
と
第
二
の
職
場
に
就
く
と
と
も
に
東
大
仏
教
青
年
会
に
入
会

し
約
八
年
間
西
嶋
和
夫
老
師
の
「
座
禅
と
正
法
眼
蔵
を
学
ぶ
会
」
で
ご
指
導
を
頂
き
、
そ
こ
で
東
方
学
院
の

存
在
を
知
り
、
平
成
十
四
年
四
月
に
六
十
六
歳
で
仕
事
を
離
れ
る
と
共
に
直
ち
に
入
学
し
て
こ
れ
ま
で
に
次

の
よ
う
な
講
座
を
受
講
し
て
き
ま
し
た
。

          

平
成
十
四
年
　
仏
教
入
門

          

平
成
十
五
年
～
十
六
年
　
碧
厳
録
　
仏
教
聖
典
入
門
　
ア
ジ
ア
宗
教
文
化
論

          

平
成
十
七
年
～
十
八
年
　
碧
厳
録
　
仏
教
聖
典
入
門
　
ア
ジ
ア
宗
教
文
化
論
　
大
乗
涅
槃
経

　
こ
れ
ら
の
講
座
を
通
じ
て
学
ん
だ
事
は
凡
そ
次
の
よ
う
な
こ
と
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
釈
迦
の
教
え
と

は
、
人
間
の
生
き
る
道
即
ち
法
（
ダ
ル
マ
）
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
法
（
ダ
ル
マ
）
と
は
人
生
を
苦
と

見
、
そ
の
苦
し
み
か
ら
脱
し
迷
い
の
生
存
を
断
ち
切
っ
て
自
由
の
境
地
に
入
る
、
そ
れ
が
解
脱
で
あ
り
涅
槃

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
苦
を
も
た
ら
す
要
素
と
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
関
係
を
持
つ
か
即
ち
縁
起
を
明
ら
か
に

し
た
。
そ
し
て
、
涅
槃
に
入
る
た
め
に
は
正
見
、
正
思
、
正
語
、
な
ど
の
八
つ
の
正
し
い
道
、
即
ち
八
正
道

を
実
践
す
る
事
こ
そ
が
肝
要
で
あ
る
。
こ
の
真
理
を
聞
い
た
と
き
に
は
、
こ
の
法
こ
そ
は
将
に
信
じ
る
事
が

出
来
る
正
し
い
道
だ
と
胸
を
打
た
れ
真
に
有
難
く
思
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
講
座
を
聞
く
事
が
出
来
る
場
、
東
方
学
院
が
仏
教
学
、
イ
ン
ド
思
想
、
比
較
思
想
の
世
界

的
な
権
威
で
あ
ら
れ
た
中
村
元
博
士
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
こ
と
は
真
に
有
難
く
、
博
士
の
理
念
で
あ
る
真

に
学
を
究
め
、
道
を
求
め
た
い
人
々
の
た
め
の
学
院
で
あ
り
、
学
歴
、
年
齢
、
職
業
、
国
籍
、
性
別
な
ど
に

捉
わ
れ
な
い
こ
と
は
立
派
に
行
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
前
田
專
學
学
院
長
を
は
じ
め
御
指
導
に
あ
た
ら
れ
る
先
生
方
は
皆
こ
の
理
念
を
真
摯
に
実
施
し

て
き
て
お
ら
れ
私
の
未
熟
な
質
問
に
も
実
に
丁
寧
に
お
答
え
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
こ
の
学
院
で
真
剣
に
学
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
、
そ
し
て
学
ぶ
事
が
出
来
る
こ
と
を
幸
せ
に

感
じ
て
い
ま
す
。

研
究
会
員
の
声
　（敬
称
略
）
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会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

 

　
　
普
通
会
員
（
年
会
費
　
五
千
円
）

　
普
通
会
員
の
皆
様
に
は
、
定
期
刊
行
物
『
東
方
』
の

他
、
当
財
団
主
催
の
各
種
行
事
及
び
会
合
等
に
関
す
る

ご
案
内
を
お
送
り
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
賛
助
会
員
（
賛
助
会
費
　
一
口
／
一
万
円
）

　
当
財
団
で
は
、
賛
助
会
員
を
募
集
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
当
財
団
の
趣
旨
に
ご
賛
同
頂
け
る
皆
様
か
ら
の
ご

支
援
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

＊
去
る
三
月
一
日
に
行
わ
れ
た
理
事
会
・
評
議
員
会
に
於
い
て
、

平
成
一
九
年
新
年
度
よ
り
普
通
会
費
を
七
千
円
に
増
額
し
、
併
せ

て
維
持
会
費
（
一
口
／
五
万
円
）
を
新
設
す
る
こ
と
が
議
決
さ
れ

ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
お
願
い
の
文
書
を
差
し
上
げ
ま
す
が
、
な

に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
ご
了
解
下
さ
い
。
当
財
団
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い

た
だ
き
、
ご
支
援
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　

　
　
　
　
　

 

『
東
方
』
第
二
十
一
号
、
刊
行

　　
当
財
団
の
機
関
誌
『
東
方
』
の
最
新
号
が
刊
行
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
中
村
元
博
士
七
回
忌
記
念
号
と

題
し
、
各
種
論
考
・
講
演
録
及
び
連
載
記
事
の
他
、

中
村
元
博
士
の
思
想
と
業
績
を
め
ぐ
る
日
印
仏
教
哲

学
セ
ミ
ナ
ー
の
関
連
記
事
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

　＊
本
誌
は
普
通
会
員
の
皆
様
に
無
料
に
て
配
布
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
い
ま
だ
当
財
団
の
普
通
会
員
で
な
い
方
で
、
本
誌
の
入
手
を

ご
希
望
の
方
は
、
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（財）東方研究会／東方学院
  延寿お茶の水ビル  4階

　
「
東
方
学
院
の
手
引
き
」
配
布
開
始

　　
東
方
学
院
で
開
講
さ
れ
て
い
る
各
講
座
の
内
容
・
受

講
料
・
申
し
込
み
方
法
な
ど
を
記
載
し
た
、
二
〇
〇
七

年
度
「
東
方
学
院
の
手
引
き
」
の
配
布
を
開
始
い
た
し
ま
し

た
（
「
手
引
き
」
は
無
料
で
す
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
局
に
お
越
し
頂
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
接
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
郵
送
を
ご
希
望
の
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
は
、
「
手
引
き
希
望
」
と
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た
封
筒
に
、
二
百
円
分
の
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
（
郵
送
料
・
実
費
）
と
「
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引
き
」
を
ご
希
望
の
方
の
郵
便

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
記
入
し
た
紙
を
同
封
の
上
、
財
団
法
人
東
方
研
究
会
内

東
方
学
院
事
務
局
宛
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。
「
手
引
き
」
を

お
送
り
い
た
し
ま
す
。

　　
＊
個
人
情
報
は
「
手
引
き
」
送
付
の
た
め
の
み
に
使
用
い
た
し
ま
す
。

　
交
通
の
ご
案
内

　
　
鉄
道
各
線
の
最
寄
駅

【
Ｊ
Ｒ
東
日
本
】
　

　
　
中
央
線
・
総
武
線
　
御
茶
ノ
水
駅

　【
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
】
　

　
　
秋
葉
原
駅
　
　
　

　
　
【
東
京
メ
ト
ロ
】

　
　
銀
座
線
　
　
末
広
町
駅

　
　
千
代
田
線
　
新
御
茶
ノ
水
駅

　
　
丸
の
内
線
　
御
茶
ノ
水
駅
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
当
財
団
の
あ
る
ビ
ル
は
神
田
明
神
の

正
面
参
道
に
面
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
駐
車
場
の
用
意
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
訃
報
　
　
平
成
十
八
年
十
月
四
日
（
水
）

中
根
專
正 

師
（
曹
洞
宗
福
昌
寺
東
堂
）

　 

同
師
は
長
年
に
わ
た
り
東
方
学
院
の
講
師
を
お
勤

 

め
下
さ
り
、
当
財
団
に
多
大
な
る
ご
助
力
を
賜
り
ま

 

し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

 

ま
す
。

　 

な
お
、
同
師
の
ご
逝
去
に
伴
い
「
坐
禅
実
習
と
提  

 

唱
」
講
座
は
閉
講
と
な
り
ま
し
た
。

編
集
　
財
団
法
人
東
方
研
究
会
事
務
局

　
　
「
東
方
だ
よ
り
」
編
集
部

財
団
法
人
東
方
研
究
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

東
方
学
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

＊
第
二
十
二
号

　
　
　
近
日
刊
行
予
定


